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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　12月　27日　（水）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・最近発注の仕方の不備が目立っています。

●物品の発注でテープ・マジック類は伝票発注となります。使用目的を記入し小向

G.O.Mへ提出するようにして下さい。

●物品のリストに無い物を手入力して発注されていることがあります。リストに無い物は伝票発注となります。

●紙類はきちんと下の紙の欄に入力し発注しましょう。

●発注を取り消す場合は既に入力してあったデータもきちんと消すようにしましょう。

以上をきちんと守り発注するようにしましょう。

・発注したカーディガンが届いています。該当者は12/29までに佐藤A.O.Mのところまで取りにいくようにしましょう。代金引換となります。

・Aユニットに面会者の物と思われるマフラーの忘れ物があります。面会時等に確認していきましょう。

＜褥瘡状態の報告＞

・竹内　セツ　様～創部周辺の硬結・盛り上がり持続しています。創部疼痛訴えあり、ポケットも見られています。日中の離床促し、軟膏塗布・ラップ保護継続して行きましょう。

・中村　松五郎様～臀部のびらんは浸出液見られず改善傾向です。血液検査にてＴＰが5.7と低下しているので栄養状態の観察をし、保清、寝具・寝衣のしわに注意していきましょう。又自力での体位変換が行えない方なのでオムツ交換時など定期的に変換していくようにしましょう。

・永洞　恭子様～夜間ブーメランクッションを使用し創部の圧迫予防を行っています。血性の浸出液見られず、創部周辺の発赤も軽減しています。今後も継続し軟膏処置・ラップ保護・夜間の就床介助を行っていきましょう。

＜田名部Ｄｒから＞

・板垣　富蔵様～体温は36.0℃台で経過していますが、食事摂取時のむせこみ・痰鳴続いています。主治医より明日から臨時薬の内容を変更し様子を見ていくとのことです。バイタル異常の有無・食事摂取状況や身体状態の観察を行っていきましょう。

・水梨　正一様～昨日整形受診し骨折は治癒しているとのことで明日より鎮痛剤を減薬していくこととしています。疼痛の有無や程度の確認、立ち上がりが無いよう観察・介入していきましょう。

・清川　トミ様～精神状態の鎮静が強い為今後減薬して様子を見ていくこととしています。また日赤病院で処方された抗てんかん薬が12/29朝でなくなりますが、当院から同様の薬を処方することとする予定となっています。症候性てんかんは血圧のコントロールが重要となるので各勤務帯でバイタル測定を行うようにしましょう。

浜中　トキエ様・三浦　トシ様～尿検査の結果血尿が出ています。トイレ誘導時等排尿の確認をし、肉眼的にも血尿が見られる場合は主治医へ報告するようにしましょう。

＜皮膚科診察＞

・森　エツ様～湿疹部位より浸出液が出ているとのことでデルモベートからアズクロ・テラコートリルへ軟膏が変更となっています。浸出液が見られなくなったらデルモベートへ戻すとのことなので軟膏を塗布するスタッフは創部の観察を行うようにしましょう。

※来年の皮膚科診察は1/9(火)→西・東病棟　1/10(水)→南病棟　1/11(木)→北病棟となります。

＜餅つき大会の流れについて＞

餅つき大会当日のスタッフの動きについて確認しています。企画書はＢユニットにあるので当日の流れを確認して下さい。

・ＡＢユニットの誘導は、濱谷Ｎｓ・諏訪さん・小嶋さん（遅番勤務者が出勤したら）がつきます。

・ＣＤユニット患者様はＤユニットオートドア前で行います。盗食の可能性のある患者様へは福士ＣＷが付き添います。他スタッフも徘徊のある患者様には注意し事故のないようにしましょう。

